
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全国学力・学習状況調査 概要】 

令和７年度 全国学力・学習状況調査 結果 

・実施日 令和７年４月１４日（月）、１７日（木）  ・対象  中学３年生 

・学力調査科目 国語・数学・理科         ・生徒質問紙調査 

【国語】 ・平均正答率は、総合的には全国や県の平均上回っています。しか

し、「言葉の特徴や使い方に関する事項」、評価の観点における「知

識・技能」に関しては、課題が見られるため今後は重点的な補充

の取組が必要です。現在身についている領域や評価観点別の得意

分野を伸ばしながらも学力のさらなる向上が求められます。 

 

【質問紙調査 考察】 
学習に関する主体性や自己有用感、学習習慣も、全国や県の平均より上回っています。向社会性（社会の中で

どのように他者と関わり、貢献しようとするかという姿勢 ）は全国や県の平均とほぼ同じです。「生活習慣」だ

けが低い結果となっており、その要因として生徒の自己評価が厳しく、教職員の視点からでは「生活習慣」は十

分に身についていると捉えています。今後は、生徒の主体性を大切に維持し、生徒の「自尊感情」を高め「生活

習慣」の各自の課題を改善するように指導していく必要があります。 

  

 

【数学】 ・平均正答率は全国、県の結果より上回っており、「学習指導要領

の領 域」「評価の観点」においても著しく県や全国の平均を上

回っています。教科の特性として積み上げが影響を与える教科

のため、今までの学習形態や指導方法をまとめ、校内で共有でき

れば、生徒のさらなる学力の向上の可能性が高くなります。 

 

熊 野 山 
「地域協働学校」ふじみ野市立福岡中学校だより 

令和７年度 号外③  2025 年 11 月 28 日発行  

【理科】 ・平均正答率は、全国や県の平均を上回っています。しかし、学習

指導要領の領域である「地球を柱とする領域」に関しては、課題

が見られます。今後は重点的な補充の取組が必要で、その他の領

域に関しても全体的に既習事項を絡めた学習に取り組み、不得

意な領域の克服し学力全体のさらなる向上が求められます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
令和７年度 埼玉県学力・学習状況調査 結果 

【埼玉県学力・学習状況調査 概要】 
・実施日 令和７年４月２３日（水）、２５日（木）、２６日（金） 

・対象  中学１、２、３年生 

・学力調査科目 国語・数学・英語（１年生は、英語を実施していません）  

・生徒質問紙調査 

◆１年生 【国語】 

◆１年生 【数学】（算数） 

◆２年生 【国語】 

・平均正答率は、県や市の平均より上回っています。学力レベルは、市の

平均より１段階上位ですが、県の平均と学力レベルが同等です。基礎的

な学力は身に付いているので、今後は、県や市と同等以上の伸びを目指

し発展的な問題演習も単元ごとに取り入れていきます。 

・平均正答率は県やふじみ野市の平均より上回っていますが、学力レベル

は同じです。小学校での基礎的な内容は定着しているので、今後は、発

展的な問題演習も取り入れ、学力向上に向けて授業改善や、教材の工夫

等に取り組み、県や市と同等以上の伸びを目指します。 

・平均正答率は、県や市の平均より上回っていますが、学力レベルは市

と同じです。これは、中学１年から中学２年の１年間での伸びが顕著

でなかった結果です。今後は、さらなる学力の伸びを目指し国語科の

全ての領域や観点をバランスよく指導に取り組んでいきます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
◆２年生 【数学】 

・平均正答率は、県や市の平均より上回っていますが、学力レベルは市と

同じです。これは、中学１年から中学２年の１年間で学力の伸び少なか

ったが結果です。今後は、全ての単元において教材の検討や授業改善に

取り組み、総合的に学力を伸ばしていくように取り組んでいきます。 

◆２年生 【英語】 
・平均正答率は、県や市の平均より大きく上回っており、学習レベルも

県より３段階高く、市の平均からも２段階高い結果でした。更なる学

力の向上のため知識・技能の定着だけでなく、コミュニケーション活

動も含めた発展的な学習内容にも力を入れていきます。 

◆３年生 【国語】 

◆３年生 【数学】 

・平均正答率は、県と市の平均より上回っており、学力レベルも県と

市より１段階も高くなっています。中学１年生は同じ学力レベルで

したが、本校は順調に学力レベルが伸びてきたことがわかります。

今後も全体的なレベルアップを続けていくことが大切になります。 

・平均正答率は県や市の平均を上回っており、学力レベルでも着実な

伸びが見られます。２年生から３年生において１段階しか学力レベ

ル伸びが見られませんでした。引き続き既習事項の復習も織り交ぜ、

２年生の学習内容を着実に定着できるように対応していきます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
◆３年生 【英語】 

・平均正答率は県と市の平均を上回り、学力レベルも県平均より２段

階、市の平均より１段階上回っています。伸び率も県や市と同様に３

段階伸びています。今後もコミュニケーション活動を軸に授業を進 

 め、基礎的な学習内容の定着を継続して指導していきます。 

●本校の特徴的な結果の考察（生徒質問紙調査より） 

（１）生活習慣について 

  「規則正しい生活を送ることができましたか」という質問に対して、１年生は肯定的な回答が県平 

  均を下回り、市の平均とほぼ同じです。２年生は、肯定的回答が県と市の平均を下回っていますが、

３年生は県と市の平均を上回っています。今後、１，２年生は生活習慣に関して指導を継続する 

  とともに、学年集団の特性か発達段階における違いであるかを見極めて適切に対応していきます。 

（２）学習習慣について 

  「１週間どのくらいの時間、勉強していますか」という質問について、学習時間については全ての学

年で県や市の平均を大きく上回っています。１年生から学習の習慣が身についている理由として、小

学校時代の習慣が中学生になっても継続されている可能性が高いと思われます。小中連携連絡協議会

等で小学校の学習習慣を確認し、引き続き学習習慣を維持させていきます。 

（３）読書等について 

  「１ヵ月に、何冊ぐらいの本を読みますか」という質問では、全ての学年で県や市の平均を大きく上

回っており、読書量が多いことが分かります。福岡中学校の生徒は、全体的に読書好きである生徒の

比率が高い傾向が見られます。今後は、国語科だけでなく図書委員会や上福岡図書館との共同事業を

検討し実施していくことで、さらに読書量を増やす方策を検討します。 

（４）自己肯定感について 

  「自分にはよいところがあると思いますか」という質問に対して、１年生は県や市の平均値を超えて

ていますが、２，３年生は共に県や市の平均を下回っています。自己肯定感が高くない要因として、 

  他者から認められる機会が少ない可能性が考えられます。当たり前のことでも、できていることは、

口に出して褒めて認めてあげることを学校だけでなく、家庭でもご協力もいただきたいです。 

（５）向社会性について  

  「進んで清掃や美化活動に取り組み、学校をきれいにすることができますか」という質問に、１， 

  ２年生は県や市の平均を上回っていますが、３年生は県や市の平均を下回っています。日頃の清掃活

動を見る限り、３年生は一生懸命に清掃活動に取り組んでいる現状があります。この要因として考え

られることは、３年生が厳しい自己評価であったと推測できます。  

（６）主体的な学習の習慣について 

  「授業を通して学んだ内容について、さらに詳しく知りたい、学びたいと思ったこと」という質問 

  に対して、全ての学年で県や市の平均を大きく上回っています。どの学年の生徒も学習意欲が高いこ

とが考えられます。この学習意欲が、福岡中学校の高い学力を支えていると考えられ、引き続き生徒

の興味関心を引き出す授業に取り組んでまいります。 

 

【備考】 

 １年間に１回の質問紙調査における、各１つの質問項目から学年・学校全体を考察することは、正確性


